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３月定例議会の内容をわかりやすくお伝えします。
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梨選果場出荷
体制応援事業

脳ドック助成

人間ドック助成

加工設備導入
支援補助金

総合戦略課を新設

3月
定例会
ダイジェスト 112億円の大型予算 誰もが暮らしやすいまちへ

Check

スマート窓口の構築

制度見直し 機構改革新規事業

新規事業

新規事業

食品加工の起業・多角化に必要な設備の
導入に４/５補助する。（上限80万円）

アウトドアライフ構想を推進する。
また、観光課内にはDMO準備室を新設
する。

新規事業

2575万円
デジタル田園都市国家構
想推進交付金を活用し、
スマート窓口を設置する。
転入届や出生届などの手
続きの簡素化をはかる。

子育て支援さらに手厚く
●新入学応援ギフト 842万円
小学校入学時３万円、中学校入学時４万円の
商工会商品券贈呈する。（６年度入学から）

●制服購入費助成 732万円
中山小および町内の中学校入学時の制服購入
の費用を助成する。（６年度入学から）

●教材等購入費助成 2097万円
ドリルやプリントなど小中学校の教材費用や
校外活動費用に助成する。

800万円
ふるさと納税返礼品で需要の高い３kg
箱ラインの整備費用に補助する。

2111万円

対象年齢と助成金額が変更に。
対象：50～51歳、60～61歳
助成金額

　７千円 → １万円

41歳以上の人の助成を増額する。

40歳：３万５千円
41歳以上：２万円 → ３万円

令和５年度 一般会計

デジタルの力で、全国どこでも
誰もが便利で快適に暮らせる
社会をめざしているよ

（６、14ページ参照）
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移住定住促進デマンドバス
Q令和3年度との利用者数の増減は。利便性の
改善策は計画されているか。（吉原議員）

A利用者は令和3年度比で約7％減だ。使いにく
さについて町民からの声があることは認識し
ている。考え方や利用方法などの周知を引き
続きしていく。

小型除雪機購入助成

脳ドック受診助成高齢者補聴器購入費助成

町民の声

Q倍増の予算となっているが、どのような事業を
想定しているのか。（岡田議員）

A町外からの移住者への新築の助成に加えて、
町内在住の人が町内に住宅を新築する場合
でも利用できるような補助制度にしていきた
い。

町民の声

Q補助率1/2、上限100万円では小さな集落は
利用しにくいのでは。（近藤議員）

A他の町村の支援策も参考にしながら、受益者
負担と町負担バランスを考えて2分の1にし
た。宝くじ助成申請している自治会にアン
ケートをとったが、補助率3分の1でも活用検
討したいとの意見であった。

町民の声

Q令和4年度の受診人数や補助額の実績はどう
なっているか。（杉谷議員）

A脳ドック受診人数は40件、助成金額は1件あ
たり7千円であった。新年度は1万円に増額す
る。脳疾患の発症数の多い50代60代の予防
につなげたい。

町民の声

Q令和4年度の補聴器購入費補助金の交付実績
の詳細は。（門脇議員）

A令和4年度の予算は10件分で、実績は8件交
付決定して支給済みだ。残り2件もすでに相
談を受けており、令和4年度内に処理したい。

町民の声

下田大輔さん
（新栄）

西山榮子さん
（押平3区）

林原咲夫さん
（下前谷）

小原悠吏佳さん
（塩津）

金田幸美さん
（福尾）

暮らし
福祉

令 和 5 年 度 一 般 会 計 予 算 案

予算予算ののポイントポイント
⃝令和 5 年度の当初予算額：約 112 億円（前年度比

で 2.0% 増加）

⃝自主財源の規模：約 33 億円（全体の 3 割未満）

⃝依存財源の規模：約 79 億円（主要なものとして、
地方交付税が 50 億円）

⃝ふるさと納税による寄付金：約 6 億円（前年度比
で 52.2% 増加し、新規事業の貴重な財源となる）

３
月
の
定
例
議
会
で
は
、
新
年
度
の
予
算
を
中
心
に
審
議
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
と
と
も
に
、
議
会
の
質
疑
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

3月
定例会

議
案
の
質
疑・討
論

チ
ェッ
ク
し
ま
す

まちの未来につながる予算にまちの未来につながる予算に

予算の詳細は
「広報だいせん
5月号」をご覧
ください。
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加工設備導入助成耕畜連携推進

DMO設立準備

リスキリング大山町PR大使

新入学応援ギフト子育て環境向上

制服購入助成

通学合宿特色ある学校づくり

Q堆肥センターの散布機が1台だけでは、希望
時期も重なり、普及しないのでは。（小谷議員）

A現状では1台でも対応可能だが、進入路が狭
い農地用に小型散布機導入も検討している。
今後、散布者と生産者と調整をはかりながら、
体制を改善していきたい。

町民の声

Qどういう人を対象に、どのような目的で制度設
計しているか。（近藤議員）

A主に農業生産者や商工事業者が導入を検討
できるようにした。食品加工に必要な厨房機
器購入に対して令和5年度に限り上限100万
円で5分の４の補助をする。

町民の声

Q放課後の子どもの体験事業の対象年齢や、実
施する地域などの詳細は。（西本議員）

A主に小中学生を対象にした、ものづくり教室
や自然体験などを検討している。各地区の公
民館や空き教室を活用し、民間事業者や地域
団体と協力して進めたい。

町民の声

Q商品券で入学用品を購入とあるが、どのよう
なものが対象となるか。（大森議員）

A入学用品には、体操服、上靴、かばん、水着、運
動靴、校内用履き、通学用リュックなどが含ま
れ、これらを町内事業所で購入することを想
定している。

町民の声

Q制服購入助成の割合や、新制服の検討状況な
ど事業の詳細は。（大森議員）

A令和6年度新入生への新制服導入に向けて、
現在PTA代表や学校運営協議会メンバーな
どで構成する制服検討委員会が、具体的な検
討を進めている。

町民の声

Q中山小学校の通学合宿の実施場所が変更と
なっている理由は何か。（池田議員）

Aこれまでは中山公民館で実施してきたが、ボ
ランティアの協力者の高齢化なども考慮し、
中山小学校の通学合宿は、大山青年の家での
実施を予定している。

町民の声

Q「特色ある学校づくり」予算について、どのよう
な事業を考えているか。（杉谷議員）

A学力向上の取り組み、地域交流、キャリア教育
に関する講演会の実施、授業研究会への指導
助言といったものに活用することで、教育内
容の充実をはかる。

町民の声

Q連携体制構築業務委託は、何を目的に、どのよ
うな業務を委託するのか。（小谷議員）

A目的は観光地域づくりにおける官民の役割分
担を明確化し、効率化をはかることだ。データ
収集分析やマーケティング手法の確立を進め
るための業務を委託する。

町民の声

Q具体的にはどのような学習内容を想定してる
か。期待する成果は。（門脇議員）

A町民を対象に、オンラインを活用したデータ
分析、マーケティング、統計解析などの学習環
境を用意する。転職や副業による収入アップ
につなげてもらいたい。

町民の声

QPR大使のガンバレルーヤへの依頼内容につ
いて詳細を知りたい。（西本議員）

A全国ネットのテレビ番組出演などで町のブラ
ンド化やふるさと納税、移住定住促進に貢献
してもらいたい。学校のキャリア教育の場で
も話をしてもらいたい。

町民の声

西村寿美さん
（中高西区）

森田信也さん
（国信）

杉崎元哉さん
（住吉）

村岡健一さん
（大山口）

箕島　愛さん
（新栄）

池本春菜さん
（ナスパルタウン）

小倉博貴さん
（ナスパルタウン）

小林好美さん
（岡）

向陽たか子さん
（下甲）

矢野奈知子さん
（ナスパルタウン）

仕事
づくり

子育て
教育
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そ の 他 の 議 案

一般会計予算一般会計予算 討論 採決

　大山町議会3月定例会の最終日に行われた討論・採　大山町議会3月定例会の最終日に行われた討論・採
決では、一部の反対討論も出ましたが、賛成多数により決では、一部の反対討論も出ましたが、賛成多数により
一般会計予算案が可決しました。一般会計予算案が可決しました。

予算配分見直し求む同和対策予算に反対
【近藤議員】　令和 5 年度の予算は 112
億円で過去最大規模だ。福祉や教育など
必要な予算も含まれるが、農村集落の課
題に十分対応していないと感じる。子育
て世帯の経済的負担軽減策に約 1 億 2
千万円が割かれているが、これは国の施
策でやるべきだ。予算配分としてもっと
地域の課題へ予算を振り向けるべきだ。

【大森議員】　本予算案には、新入学応援
ギフト事業や教材費補助事業など、多く
の子育て支援策が盛り込まれ高く評価で
きるが、同和関連予算が続くことから賛
成できない。同和問題は基本的に解決済
みで、特別対策を終了し一般施策の中で
解決すべきだ。同和対策事業を終了する
ことが、問題の完全解決への早道だと考
える。

賛
成
討
論

同和対策は必要だ
【岡田議員】　予算案は大山町発展のため
の重要な施策が盛り込まれており、賛成
すべきだ。特に人口減少対策として子育て・
教育の施策が充実している。新入学応援
ギフトや教材費助成金など子育て支援に
力を入れている点も高く評価する。一方で、
差別問題が未解決であり、憲法の精神に
照らしても、町は同和対策に取り組む義
務がある。

大
山
寺
の
土
地
建
物
を
購
入

　

空
き
家（
大
山
寺
博
労
座
前
）を
購
入
、解
体
し
て
、観
光
客

誘
致
を
は
か
る
施
設
を
建
設
す
る
。

ふ
れ
あ
い
倶
楽
部
上
屋
付
多
目
的

広
場
ト
イ
レ
改
修
工
事

　

配
管
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
さ
ら
に
工
事
が
必
要
と
な
っ

た
。

【
岡
田
議
員
】増
額
の
理
由
は
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
浄
化
槽

自
体
を
、
よ
り
深
く
設
置
す

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。
ま

た
既
存
の
炭
捨
て
場
を
撤
去

し
、
再
設
置
す
る
。

博労座前の賑わいを博労座前の賑わいを

早期の完成が望まれるトイレ早期の完成が望まれるトイレ

【
門
脇
議
員
】
ど
の
よ
う
な

目
的
や
基
準
で
取
得
を
決
定

し
た
の
か
。

【
企
画
課
長
】
観
光
客
の
誘

致
な
ど
を
は
か
る
、
新
た
な

施
設
と
し
て
町
で
対
応
す
べ

き
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

【
大
森
議
員
】
ど
の
よ
う
な

施
設
で
、
い
つ
ご
ろ
竣
工
の

予
定
か
。

【
企
画
課
長
】
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
構
想
の
達
成
に
必
要

な
集
客
施
設
で
、
2
階
建
て

を
予
定
し
て
い
る
。
令
和
6

年
か
ら
7
年
に
完
成
予
定
で

あ
る
。

【
近
藤
議
員
】
計
画
構
想
で

お
お
む
ね
建
設
に
か
か
る
事

業
費
や
財
源
は
。
最
終
的
に
、

町
の
持
ち
出
し
は
い
く
ら
を

想
定
し
て
い
る
か
。

【
企
画
課
長
】
設
計
費
や
建

設
費
な
ど
、
大
体
3
億
円
程

度
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
財
源
は
、
な
る
べ
く
国
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

事
業
債
な
ど
を
活
用
し
た
い
。

　
そ
の
後
、
家
賃
収
入
を
得

な
が
ら
、
町
の
負
担
部
分
を

圧
縮
し
て
い
き
、
最
後
は
負

担
ゼ
ロ
に
近
づ
け
て
い
く
。

上
下
水
道
料
金
等
審
議
会

　

令
和
５
年
度
に
料
金
改
定
に
向
け
た
審
議
会
を
開
催
す
る
。

　

審
議
会
で
は
、
老
朽
化
し
た
水
道
設
備
の
更
新
や
、
ま
た
人
口

減
少
に
よ
る
給
水
量
の
減
少
も
見
す
え
、
今
後
の
適
正
な
料
金
が

検
討
さ
れ
る
。

【
門
脇
議
員
】
審
議
会
の
委

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
民
間

団
体
の
予
定
は
。

【
水
道
課
長
】
商
工
団
体
、

農
業
団
体
、
女
性
団
体
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

基本料金 ８８０円
（13ｍｍ口径、使用水量8㎥まで、月額）

超過料金１㎥あたり154円　　

５人家族で月に２８㎥使用すると
▼

３，９６０円

大山町の水道料金大山町の水道料金 採決結果

反対
２

賛成
12

反
対
討
論

※開拓専用水道の区域を除く
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みなさんからのみなさんからの請願・陳情請願・陳情はこうなりましたはこうなりました

題名 提出者 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

「安保関連3文書」閣議決
定の撤回、 「敵基地攻撃
能力」の保有や防衛費2
倍化に反対する意見書の
提出を求める陳情書

鳥取市末広温泉町
憲法改悪反対鳥取県共同セ
ンター
代表
　田中　暁

　戦争には反対だが、ウクライナや
日本周辺の国情を見ると危険性は
高まっていると考える。敵基地攻撃
能力をはじめとする防衛力の整備と
予算措置は、防災的な対応だ。
　採決の結果、採択1、不採択3で、
不採択とすべきものと決した。

不採択

平和、いのち、くらしを壊
す、大軍拡 大増税に反対
する陳情

大山町茶畑
安保法制いけん！廃止を求
める大山町民の会
共同代表
　渡辺　大修　他3名

　戦争には反対だが、ウクライナや
日本周辺の国情を見ると危険性は
高まっていると考える。敵基地攻撃
能力をはじめとする防衛力の整備と
予算措置は、防災的な対応だ。増税
については、政府は圧縮に努めてい
る。
　採決の結果、採択1、不採択3で、
不採択とすべきものと決した。

不採択

国による学校給食無償化
を求める陳情

鳥取市西品治
新日本婦人の会鳥取県本部
会長
　山内　淳子

　本町では給食費無償化を先駆け
て実践しており、本請願についても
採択するべきではないか。
　採決の結果、全会一致で採択すべ
きものと決した。

採択
意見書提出
☜次ページ

政府に食料自給率の向
上、持続可能な農業経営
と農村を守ることを求め
る陳情書

南部町天萬
鳥取農民運動連合会
会長
　雑賀　俊之

　原油、飼料、肥料など生産資材の
高騰の影響を受け、倒産や離農が全
国で発生しているが、国へ求める陳
情項目は国策や既に実施している事
業もあり、見直しなどは困難である。
　採決の結果、採択1、不採択3で不
採択とすべきものと決した。

不採択
※部分的に
願意をくみ、
意見書提出
☜次ページ

3 月定例会で審査した請願・陳情の結果を報告します。

●継続審議となっていました「農産物加工所の活用と整備を求める請願書」は取り下げされました。

コロナワクチン
接種で 議員提出の意見書は否決に

　
豊
哲
也
議
員
、
西
本
憲
人
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
し
て
効
果
の
検
証
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
、

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
検
証
や
、
接
種
に
よ
り
健
康

被
害
を
受
け
た
事
案
の
救
済
を
求
め
る

内
容
で
し
た
が
、
賛
成
５
人
、
反
対
９

人
で
し
た
。

賛
成
討
論

西
本
議
員

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
総
括
を
し
て
お

く
べ
き
。

反
対
討
論

大
杖
議
員

　
町
内
で
発
生
し
た
事
案
で
は
な
く
、

一
個
人
の
考
え
を
対
象
に
す
べ
き
で
な

い
。

　
提
出
者
は
、問
題
を
重
視
す
る
な
ら
、

直
接
国
を
相
手
に
告
訴
し
た
ら
よ
い
。

題名 意見書の要旨 提出先

学校給食無償
化を国に求め
る意見書

日本の将来にとって、子どもを産み育てる環境を整備し、義務教育の期間に
係る負担の軽減は喫緊の課題である。

学校給食は食教育の「生きた教材・食の教科書」として、学校教育法でも教育
活動の一環に位置付けられている。

公教育の機会均等の立場からも、すべての小・中学校で学校給食を実施し、
給食費を無料にすることが求められている。

よって、国においては学校給食費の無償化を実現するよう強く求める。

内閣総理大臣

財務大臣

文部科学大臣

衆議院議長

参議院議長

農林水産業の
継続と発展を
求める意見書

燃料、電気、飼料、肥料、生産資材などの価格高騰が、本町の基幹産業である
農林水産業に暗い影を落としている。

食糧自給率を向上させるため、農家をはじめ一次産業全般への支援と実効
ある施策が求められることから、緊急に下記の項目を強く求める。
１．燃料、電気、飼料、肥料、生産資材などの価格高騰対策のさらなる充実と継続

を求める。
２．青色申告者増による、収入保険加入者増を、国をあげて推進すること。
３．飼料、肥料など国産化比率を向上させる耕畜連携や有機農業を推進するこ

と。
４．農林水産業の後継者対策の充実と継続や、移住定住対策とのさらなる連携

を求める。
５．農林水産業者の所得向上を推進すること。
６．スマート農林水産業のさらなる推進をすること。

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

財務大臣

農林水産大臣

経済産業大臣

国へ提出する意見書

11 2023年5月　議会だよりだいせん72号 2023年5月　議会だよりだいせん72号 10

定

例

会

定

例

会

質
疑
・
討
論

審

議

結

果

審

議

結

果

委
員
会
報
告

コ

ラ

ム

質
疑
・
討
論

陳
情
・
意
見
書

陳
情
・
意
見
書

委
員
会
報
告

一

般

質

問

一

般

質

問

臨
時
会
・
お
知
ら
せ



の活動常任委員会
3月定例会

総務 常任委員会

アウトドアライフ構想物件の視察

大山博労座前

　3月6日、7日、8日、
10日の4日間、所管す
る各課から事業の説明
を受け、審査した。8日
には町内視察、陳情審
査を行った。
　町内視察ではアウト
ドアライフ構想で使用
予定の町取得物件の現
状視察、上市水路改修
工事を確認した。
　そのほか、解体後の
状況確認のため旧光徳
小学校跡地などを視察
した。

地方交付税

電動キックボード

財務課

税務課

Q令和５年度予算の中で、地方
交付税が占める割合は。

A112億の歳入のうち、普通交
付税47億で特別交付税を合
わせると50億となり44.5％
を占める。

Q特定小型原動機付自転車標
識作成業務委託の内容は。

A日本全国で電動キックボード
もナンバープレート（標識）が
設置義務となり課税される。
それにともない、金型作成の
外部委託を行う。

デマンドバス

企画課

Qデマンドバスの利用状況や使
いやすくするための検討は。

A乗車実績は令和３年度と比べ
て約7％の減で、タクシー助成
利用者は増加している。

　今後、アンケートをとることを
考えている。

マイナンバーカード

総務課

Q今後のマイナンバーカード申
請や今後の用途は。

Aカードの発行は続くが、マイ
ナポイント申し込みのカード
申請は2023年2月末で終了
した。2024年秋頃には、保険
証がマイナンバーカードと一
体となる予定である。

大山町消防団

総務課

Q消防団員のなり手が減ってい
る。補充はできているか。

A分団が10人以下になり、消防
活動などができない状況なら
問題だが、今はそこまででは
ない。消防団に興味があれば
町内勤務者にも、加入しても
らいたい。

だいせんファンクラブ

企画課

Qだいせんファンクラブ事業の
交流会は今後実施するのか。

A令和５年度以降の実施はしな
い。

　参加希望の人には県が行う交
流会の案内をしていく。

一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
○主な議案（賛否の分かれた議案など）

氏　　名
議　　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

結
果

条例の制定
大山町上下水道料金等審議会設置条例の制定
上下水道料金等に関する調査・審議について
規定を整備するもの

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可　決
（賛成13人）

財産の取得
財産の取得（大山町大山　土地及び建物）
観光客を誘致する新たな施設を計画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可　決

（賛成13人）

令和 5 年度大山町歳入歳出予算
一般会計予算
112億2000万円（前年度比2.0％増）
梨選果場・スマート窓口の構築・制服購入費の助成など

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 可　決
（賛成12人）

国民健康保険診療所特別会計予算
3億3987万円（前年度比5.2％増）
電子カルテ導入を予定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決
（賛成13人）

陳情
「安保関連3文書」閣議決定の撤回、「敵基地攻撃能
力」の保有や防衛費2倍化に反対する意見書の提出
を求める陳情書
総務常任委員会に審査を付託

× × × × × × × × 〇 × × × × × 不採択
（賛成1人）

政府に食料自給率の向上、持続可能な農業経営と農
村を守ることを求める陳情書
経済建設常任委員会に審査を付託

〇 〇 〇 × × × × × 〇 × × × × × 不採択
（賛成4人）

平和、いのち、くらしを壊す、大軍拡大増税に反対す
る陳情
総務常任委員会に審査を付託

× × × × × × × × 〇 × × × × × 不採択
（賛成1人）

発議案　※発議案とは…議員または委員会が、条例の改正、意見書の提出などを議会に提出した議案。

大山町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例
議会改革調査特別委員会で改正案を作成
具体的な措置内容を明記

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決
（全会一致）

農林水産業の継続と発展を求める意見書の提出
陳情審査を経て経済建設常任委員会から発議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

（全会一致）

新型コロナワクチン接種に関して効果の検証を求
める意見書の提出
議員発議による意見書の提出議案

× 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 × × 〇 否　決
（賛成5人）

○は賛成、×は反対あるいは保留

１月臨時会……財産取得（1件）、補正予算（2件）
３月定例会……損害賠償（1件）、請負契約（1件）、令和4年度補正予算（15件）、条例（12件）、財産譲渡（1

件）、町道認定（3件）、町道廃止（2件）、計画（2件）、令和5年度予算（12件）、人事（4件）、
	 陳情（1件）、発議（4件）、専決処分（1件）
議案の議決は、米本議長を除く14人で行います。

○その他の全会一致で可決した議案

1 月臨時会
3 月定例会
提出議案

審議結果はこちら
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教育民生 常任委員会

雨漏り状況を確認

大山農村環境改善センター

　３月６日から８日まで
の３日間、所管する各
課から事業の説明を受
け審査した。９日には
町内視察、陳情審査を
行った。
　町内視察では、大山
小学校体育館外壁など
の改修状況、大山農村
環境改善センター体育
館の雨漏りの状況、赤
松体育館の管理状況な
どを確認した。

英語教育

物価高騰対策

サードプレイス

災害廃棄物

新たな制服

健康寿命

社会教育課

福祉介護課

こども課

住民課

幼児・学校教育課

健康対策課

Q英語活用のための学習推進
事業の概要は。

A英検の受験料助成や、英語学
習の必要性を知ってもらうた
めの講演会などを行う。

Q低所得者への追加支援は検
討しているか。

A４回目の光熱費助成を行う。
住民税非課税世帯が対象で、
対象世帯には６月頃に申請書
類を送付する予定である。

Q子育て環境向上プロジェクト
事業の概要は。

A子どものサードプレイス（学校、
家庭以外の第３の居場所）とな
るような事業を、民間事業者
や地域の人と協力し取り組む。

Q災害廃棄物処理計画の目的
は。

A大規模災害時に発生する多量
の廃棄物を、適正かつ迅速に
処理するため。

　国のモデル事業を活用し策定
した。

Q中学校の制服はどうなるか。
A性の多様性に配慮し、令和６

年度新入生からブレザーへの
変更を検討している。

　購入費用は助成される。

Q健康寿命を延ばすための取り
組みは。

A脳卒中の多い地区で、自主組
織や集落と連携し、健診の受
診勧奨や、出張ヘルスアップ
セミナーなどを行う。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担し、
より詳細な審査を行っています。

経済建設 常任委員会

中山インター線工事の進ちょく状況を視察

国道9号線沿いの赤坂地内

　3月6日、7日、8日の
3日間、所管する各課
から事業の説明を受け
審査した。9日には請願
陳情審査と町内視察を
行った。
　町内視察先は、令和
3年度からの実証実験
事業として汗入農免道
路の法面害獣崩壊防
止柵、県代行事業の橋
脚工事が進む中山イン
ター線の工事現場、令
和5年度に改良予定の
上万村内線・安原淀江
線の現地視察をした。

漏水探知機

水道課

Q漏水探知機の活用方法は。
A職員が漏水の疑いのある配

管に機器をセットし、漏水箇所
を特定する。

　漏水が特定できた場所は順次
修繕を行う。

伐木チャンピオンシップ

農林水産課

Q令和5年10月28・29日に槇
原駐車場で開催される大会
の詳細は。

A林業の新しい魅力発信や社会
的な認知向上をはかる。担い
手育成をめざすスポーツ感あ
ふれる競技形式の大会である。

農業標準労働賃金

農業委員会

Q令和５年4月から引き上げと
のことだが詳細は。

A令和4年度は米価の下落もあ
り引き上げを見送った。

　最低賃金の見直しもあり、令
和4年度の価格から1.06倍の
価格とした。

中山のトイレ改修

地籍調査課

Qふれあい倶楽部上屋付多目
的広場トイレ改修費の増額理
由と工事完了時期は。

A浄化槽をかさ上げタイプに変
更する。また設備機器・配管の
値上げのため。

　完成は6月頃の予定である。

大山口の観光看板

観光課

Q大山口駅に設置予定の観光
案内看板の詳細は。

A大きさは100×135㎝である。
　掲載内容は観光協会大山支

部と協議をしながら決めてい
く。設置は駅舎内の壁面を予
定している。

宅地造成事業

建設課

Qナスパルタウンが完売したが、
今後の宅地造成予定は。

A令和5年度は、中山地区で新
たに候補地を選定し地権者と
交渉していきたい。
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動画はQRコードからどうぞ

５
類
移
行
後
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

町長

行
動
制
限
は

　
自
主
的
な
対
応
に

ワクチン接種で安心生活

【
杉
谷
】
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
な
ど
が
あ
り
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
人
が
集

ま
る
場
所
へ
の
対
策
は
。

【
町
長
】
多
く
集
ま
る
場
所

で
は
、
引
き
続
き
マ
ス
ク

の
着
用
を
推
奨
す
る
。

【
杉
谷
】
外
出
規
制
が
あ
っ

た
コ
ロ
ナ
患
者
や
濃
厚
接

触
者
な
ど
の
対
応
と
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

同
時
流
行
の
対
策
は
。

【
町
長
】
行
動
制
限
は
自

主
的
な
対
応
と
な
り
、
同

時
流
行
の
時
に
は
、
従
来

と
同
様
な
対
策
を
行
う
。

【
杉
谷
】
当
面
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
は
公

費
負
担
と
な
る
が
、
廃
止

後
の
町
の
助
成
な
ど
は
。

【
町
長
】
令
和
５
年
度
は
自

己
負
担
が
な
く
実
施
の
予

定
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
は

国
の
方
針
の
決
定
を
待
っ

て
、助
成
な
ど
を
検
討
す
る
。

【
杉
谷
】
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど

も
た
ち
の
精
神
・
身
体
的

な
疲
労
に
よ
り
、
学
び
へ

の
意
欲
低
下
が
教
育
格
差

に
表
れ
、
さ
ら
に
マ
ス
ク

着
用
で
相
手
の
表
情
が
見

え
な
く
、
主
体
的
な
自
己

教
育
力
が
低
下
し
、
生
き

る
力
へ
の
健
全
な
成
長
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
学
校
教
育
は
。

【
教
育
長
】
生
き
る
力
を

育
む
た
め
、ふ
る
さ
と
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
を
重
点
的

に
取
り
組
む
。

杉杉
すぎすぎ

谷谷
たにたに

洋洋
ようよう

一一
いちいち

 議員 議員

二
地
域
就
学
の

　
　
取
り
組
み
を

ハ
ー
ト
フ
ル

　
駐
車
場
に
上
屋
を

教育長

町長

導
入
の
可
能
性
を

　
　
　
検
討
し
た
い

現
状
は
車
寄
せ
で
の

　
　
　
　
　
乗
降
を

美しい景色と自然に恵れた学校

上屋がなくて良いのか

【
大
杖
】
都
市
部
の
子
ど
も

が
地
方
の
学
校
へ
行
き
来

し
な
が
ら
通
う
二
地
域
就

学
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
と
地
方
と
の
「
関
係
人

口
」
の
創
出
や
移
住
に
つ

な
が
る
が
、導
入
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
他
地
域
の
子

ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

新
た
な
人
間
関
係
と
学

校
が
活
性
化
す
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
有
効
な

取
り
組
み
と
考
え
る
。
教

科
書
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
が
あ
る
が
検
討
し
た

い
。

【
大
杖
】
移
住
を
前
提
に
考

え
る
保
護
者
も
い
る
。
教

育
面
だ
け
で
な
く
本
町
に

は
、
季
節
を
問
わ
ず
移
住

【
門
脇
】
車
椅
子
使
用
者

に
と
っ
て
、
降
雨
・
降
雪

時
の
自
家
用
車
か
ら
の
乗

降
や
屋
内
ま
で
の
移
動
は
、

苦
労
す
る
。

　
か
つ
て
、本
庁
舎
の
ハ
ー

ト
フ
ル
駐
車
場
に
あ
っ
た

上
屋
が
撤
去
さ
れ
た
。

　
体
の
不
自
由
な
人
の
利

用
が
多
い
と
思
わ
れ
る
診

療
所
、
役
場
本
庁
舎
や
支

所
な
ど
に
、
誰
で
も
安
心

し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ハ
ー
ト
フ
ル
駐

車
場
と
通
路
に
上
屋
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。 

【
町
長
】
雨
具
の
使
用
が
困

難
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は

時
間
が
か
か
る
場
合
、
本

庁
舎
で
は
、
車
寄
せ
を
利

用
し
、
他
の
施
設
で
は
で

先
の
魅
力
が
あ
る
と
思
う
。

町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】
二
地
域
就
学
は

確
か
に
移
住
定
住
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
な
る

が
、
子
ど
も
が
受
け
る
教

育
や
そ
の
周
り
の
義
務
教

育
の
環
境
が
一
番
の
判
断

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思

う
。

き
る
限
り
玄
関
近
く
で
の

駐
車
・
乗
降
が
可
能
だ
。

【
門
脇
】
上
屋
撤
去
の
理
由

は
。

【
町
長
】
上
屋
か
ら
本
庁

舎
ま
で
は
屋
根
が
な
い
の

で
、
車
寄
せ
で
の
乗
降
が

利
用
者
に
と
っ
て
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

大大
おおおお

杖杖
つえつえ

正正
まさまさ

彦彦
ひこひこ

 議員 議員

門門
かどかど

脇脇
わきわき

輝輝
てるてる

明明
あきあき

 議員 議員

11人が町長・教育長に
一般質問を行いました。

ページ 質　問　事　項 質問議員

16 １．５類移行後のコロナ対応は 杉谷　洋一

17

１．二地域就学の制度導入を
２．国体スキー大会招致の取り組みを 大杖　正彦

１．町有施設のバリアフリー化について
２．奨学金返還支援制度の拡充について 門脇　輝明

18
１．過去に提言した内容の進捗状況は 西本　憲人

１．健康寿命を伸ばす取り組みは 吉原美智恵

19

１．名和公園の今後の活用について 島田　一恵

１．大山町の商工の取り組みについて
２．新型コロナウイルスへの対応について 豊　　哲也

20

１．DMO（観光地域づくり法人）準備室の設立にあたり、
町長が理想とする「観光地経営」の在り方について 小谷　英介

１．大山町の人材育成について
２．住民参画と協働のまちづくりについて 近藤　大介

21

１．山陰道淀江インター跡地活用事業について
２．酪農家支援はこれで十分か 大原　広巳

１．弱者対策と町民にやさしい町づくりを 野口　俊明

◆一般質問とは
議員の日常活動と調査
研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、町
長や教育長などの方
針を問うものです。

お持ちのスマホやタブレットから、QR
コードを読み込むと、各議員の質問
をYouTube動画でご視聴いただけ
ます。
議事録は議会事務局や議会ホーム
ページで閲覧できます。

一般
質問

　
こ
の
ほ
か
、
奨
学
金

返
還
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
、
20
歳
代
の
転
出

入
の
差
が
突
出
し
て
大

き
い
こ
と
を
挙
げ
、
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
将
来
財
源
の

明
確
化
を
含
め
、
拡
充

も
検
討
し
た
い
と
答
え

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
体
ス

キ
ー
大
会
の
招
致
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
町

長
答
弁
は
、
大
会
中
、

滑
走
コ
ー
ス
の
制
限
な
ど

で
一
般
客
の
流
出
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
が
、
地

元
や
ス
キ
ー
場
関
係
者
、

議
会
の
意
向
に
沿
っ
て
進

め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
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動画はQRコードからどうぞ

健
康
寿
命
を

　
伸
ば
す
取
り
組
み
は

町長

さ
ま
ざ
ま
な

　
取
り
組
み
を
検
討
す
る

お元気なご長寿さんたち

【
吉
原
】
世
界
最
速
級
で

高
齢
化
が
進
む
日
本
の
現

状
は
、
本
町
も
例
外
で
は

な
く
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
取
り
組
み
は
待
っ
た
な

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
化
の
フ
レ
イ
ル（
心

身
の
働
き
が
弱
く
な
る
）

対
策
は
。

【
町
長
】
保
健
教
育
に
加

え
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

【
吉
原
】
対
象
者
の
要
望
を

と
ら
え
、
効
果
的
な
対
策

が
必
要
だ
。

　
歌
声
喫
茶
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
通
え
る
場
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
ニ
ー
ズ
を
調
査
し

て
お
り
、
検
討
す
る
。

【
吉
原
】
認
知
症
対
策
に
つ

い
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
取
り
組
み
強
化
は
。

【
町
長
】
見
守
り
の
目
を
増

や
す
た
め
、
有
意
義
で
あ

り
、
自
主
組
織
で
も
講
座

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
吉
原
】
民
生
委
員
さ
ん

の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

成
り
手
不
足
が
問
題
だ
が

吉吉
よしよし

原原
はらはら

美美
みみ

智智
ちち

恵恵
ええ

 議員 議員

対
策
は
。

【
町
長
】
全
国
の
事
例
を

参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

【
吉
原
】
生
き
が
い
と
健
康

維
持
に
つ
な
が
る
生
涯
教

育
の
取
り
組
み
は
。

【
教
育
長
】
特
色
あ
る
公

民
館
活
動
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
が
あ
る
。

自
主
組
織
の

　
財
源
確
保
の
必
要
性
は

町長

収
益
事
業
は

　
財
源
確
保
が
基
本
で
あ
る

賑わい生む 自主組織の活動

【
西
本
】
議
員
２
年
の
節
目

に
、
過
去
に
行
っ
た
質
問

の
再
確
認
を
す
る
。

　
自
主
組
織
の
方
向
性
と

自
主
財
源
確
保
の
必
要
性

は
。

【
町
長
】
行
政
で
対
応
し
に

く
い
細
や
か
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
、
集
落
単
位
で
対
応

で
き
な
い
課
題
を
扱
う
の

が
役
割
で
あ
る
。

　
公
的
事
業
は
補
助
金
な

ど
で
、
収
益
的
な
事
業
は

自
主
財
源
で
賄
っ
て
も
ら

う
の
が
基
本
で
あ
る
。

【
西
本
】
自
主
財
源
確
保

は
必
須
と
思
っ
て
い
る
人

も
い
る
の
で
、
現
時
点
で

の
方
向
性
を
資
料
で
示
さ

な
い
か
。

【
町
長
】
資
料
な
り
を
準
備

し
て
周
知
し
た
い
。

【
西
本
】
町
の
計
画
に
は
法

令
的
に
策
定
が
必
須
な
も

の
、
国
か
ら
の
交
付
金
獲

得
や
町
長
が
行
い
た
い
ビ

ジ
ョ
ン
的
な
も
の
と
種
類

が
あ
る
。

　
地
方
創
生
総
合
戦
略
は

ど
う
い
っ
た
扱
い
か
。

【
町
長
】
あ
く
ま
で
も
財
源

西西
にしにし

本本
もともと

憲憲
のりのり

人人
とと

 議員 議員

を
国
か
ら
確
保
す
る
た
め

に
つ
く
っ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
は
目
標
を
定

め
て
向
か
っ
て
い
く
の
だ
が
、

目
標
に
引
っ
張
ら
れ
す
ぎ

ず
、
事
業
の
積
み
上
げ

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
共

感
を
生
む
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
っ
て
い
る
。

明
を
し
て
、
食
事
や
お
買

物
と
つ
な
ぎ
地
域
が
も
う

か
り
潤
う
仕
組
み
づ
く
り

を
、
民
間
企
業
者
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
海
側
や
大
山
も
含
む
広

域
観
光
と
し
て
隠
岐
の
島

と
の
ツ
ア
ー
も
検
討
す
る
。

名
所
を
観
光
化
す
る

　
　
　
　
取
り
組
み
は

町長

仕
組
み
づ
く
り
に

　
　
　
取
り
組
み
た
い

広い海が見える名和公園

【
島
田
】
公
園
内
で
直
火
で

は
な
く
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

な
ど
の
使
用
は
禁
止
な
の

か
。

【
町
長
】
条
例
で
は
細
か
く

決
め
て
い
な
い
。

　
周
囲
の
利
用
者
に
危
険

な
状
況
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

使
用
の
範
囲
は
今
後
細
か

く
定
め
て
い
き
た
い
。

【
島
田
】
町
内
の
案
内
看
板

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
付

け
、
観
光
案
内
へ
つ
な
げ

る
の
は
。

【
町
長
】
デ
ジ
タ
ル
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
情
報
と
リ

ン
ク
さ
せ
る
仕
掛
け
で

あ
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ

て
対
応
し
た
い
。

【
島
田
】
本
町
に
あ
る
名

所
を
観
光
を
通
じ
て
地
域

の
文
化
や
伝
統
を
活
用
し
、

経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す

取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
マ
ッ
プ
を
作
れ
ば

人
は
回
っ
て
く
れ
る
と
い

う
今
ま
で
の
取
り
組
み
も

よ
く
な
い
と
思
っ
て
お
り
、

勝
手
に
回
っ
て
下
さ
い
で
は

な
く
ツ
ア
ー
と
し
て
お
金

を
い
た
だ
き
し
っ
か
り
説

島島
しましま

田田
だだ

一一
かずかず

恵恵
ええ

 議員 議員

食
品
加
工
所
の

　
　
　
必
要
性
は

町長

重
要
だ
と
考
え
て
い
る

加工所での新商品の可能性

【
豊
】
農
作
物
の
６
次
化
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
食

品
加
工
所
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
農
作
物
の
６
次
産

業
化
は
、
地
域
資
源
の
付

加
価
値
向
上
の
た
め
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

食
品
加
工
に
関
す
る
設
備

導
入
支
援
を
令
和
５
年
度

実
施
予
定
と
し
て
い
る
。

　

食
品
加
工
所
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
豊
】
大
山
観
光
に
向
け
新

た
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
発
足
の
動
き

が
あ
る
が
、
観
光
と
は
本

来
、
町
民
の
た
め
に
行
わ

れ
る
べ
き
も
の
で
、
町
民

の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
町

民
が
観
光
を
生
業
に
し

て
い
け
る
よ
う
な
指
標
に

な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
民
が
、
観
光

業
を
生
業
と
し
て
い
け
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
は
も

と
よ
り
、
多
く
の
町
内
事

業
者
や
地
域
住
民
の
生
活

の
質
の
向
上
に
資
す
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
。

豊豊
ゆたかゆたか

　　哲哲
てつてつ

也也
やや

 議員 議員

　
こ
の
ほ
か
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
相
談

件
数
を
把
握
し
て
い
な

い
と
問
題
点
の
分
析
が

で
き
な
い
の
で
は
と
の

問
い
に
対
し
、
相
談
が

多
岐
に
渡
る
た
め
相
談

件
数
を
把
握
で
き
て
い

な
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
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動画はQRコードからどうぞ

人
材
育
成
に

　
　
基
金
の
活
用
は

町長

社
会
教
育
で

　
　
　
支
援
し
た
い

コロナ禍で多くの活動が停滞

【
近
藤
】
次
世
代
の
育
成
は

地
域
の
最
も
重
要
な
テ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
竹
口
町
政
６
年
間
の
人

材
育
成
（
学
校
教
育
を
除

く
）
の
成
果
や
課
題
は
。

【
町
長
】
若
者
世
代
へ
の
取

り
組
み
は
、
大
山
町
青
年

団
の
活
動
支
援
や
、
テ
ゴ

テ
ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

仲
間
づ
く
り
・
大
人
と
若

年
層
の
関
係
づ
く
り
な
ど

で
あ
る
。

　

高
校
年
代
へ
の
働
き
か

け
が
課
題
で
あ
る
。

【
近
藤
】
地
域
を
守
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

青
年
層
の
活
発
な
活
動
を

促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

人
材
育
成
を
目
的
に
、

１
億
円
の
基
金
を
確
保
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
も
活
用
し

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
青
年
層
の
活
動

を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
基
金
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
、
青
年
層
の

社
会
教
育
活
動
を
支
援
す

る
講
座
の
取
り
組
み
な
ど

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

近近
こんこん

藤藤
どうどう

大大
だいだい

介介
すけすけ

 議員 議員

観
光
課
を

　
な
く
し
て
は
ど
う
か

町長

未
知
数
な
と
こ
ろ
も

　
あ
る
が
実
現
可
能
だ

大山ブランドをどう育てる

【
小
谷
】
本
町
の
観
光
行

政
や
大
山
ブ
ラ
ン
ド
を
担

う
法
人
（
以
下
、
D
M
O
）

を
新
設
す
る
場
合
、
観
光

課
を
廃
止
し
、
D
M
O
に

予
算
の
権
限
と
事
業
執
行

の
責
任
を
集
約
す
べ
き
だ
。

【
町
長
】
観
光
課
が
完
全

に
な
く
な
る
か
は
未
知
数

だ
が
、
観
光
課
と
大
山
観

光
局
を
一
体
化
し
、
公
益

事
業
を
外
部
で
担
う
仕
組

み
は
実
現
可
能
だ
。

【
小
谷
】
D
M
O
の
人
材

確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
町
長
】
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
つ
人
材
の
確
保
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
大
変
だ
。

地
域
内
外
か
ら
探
す
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

【
小
谷
】
D
M
O
の
財
源

は
ど
う
す
る
の
か
。

【
町
長
】
基
本
的
に
は

D
M
O
が
担
う
公
益
的
な

部
分
に
対
し
て
税
金
を
財

源
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
税
金
だ
け
で

運
営
す
る
の
で
は
な
く
、自

主
財
源
の
確
保
も
求
め
て

い
く
つ
も
り
だ
。

【
小
谷
】
人
材
と
資
金
を

小小
ここ

谷谷
だにだに

英英
えいえい

介介
すけすけ

 議員 議員

確
保
す
る
た
め
に
も
、「
大

山
恵
み
の
里
構
想
」
の
視

点
で
、
大
山
観
光
局
と
恵

み
の
里
公
社
の
統
合
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
統
合
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
。
現
場
の
気
持

ち
も
考
慮
し
て
検
討
し
て

い
く
予
定
だ
。

危
険
な
通
学
路
に

　
　
つ
い
て
の
対
応
は

町長

関
係
課
に
情
報
提
供
し

　
　
　
対
応
し
て
い
る

通学路の安全対策を

頑張る酪農家の応援を

【
野
口
】
国
道
・
県
道
・
河

川
管
理
道
・
町
道
な
ど
の

路
面
管
理
と
除
草
に
つ
い

て
、
反
省
点
と
令
和
5
年

度
の
対
応
策
は
。

【
町
長
】
国
土
交
通
省
と

鳥
取
県
に
対
し
て
、
早
期

の
対
応
に
つ
い
て
要
請
を

行
っ
た
。

【
野
口
】
通
学
路
を
自
転

車
で
走
っ
て
い
る
生
徒
が
、

道
路
に
出
て
い
る
枝
を

潜
っ
て
走
っ
て
い
る
危
険
な

状
況
が
あ
っ
た
。
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
教
育
委
員
会

と
し
て
関
係
課
に
、
情
報

提
供
し
、
ま
た
関
係
課
か

ら
は
、
県
な
ど
に
も
対
応

を
要
請
し
て
い
る
。

【
野
口
】
除
雪
に
つ
い
て
の

反
省
点
と
令
和
5
年
度
の

対
応
策
は
。

【
町
長
】
例
年
よ
り
重
い
雪

の
た
め
、
対
応
が
遅
れ
た

地
域
が
一
部
あ
る
。

　

令
和
4
年
度
に
新
た

な
車
両
を
導
入
す
る
な
ど
、

除
雪
体
制
は
拡
充
し
て
い

る
。

【
野
口
】
公
共
交
通
に
つ

野野
のの

口口
ぐちぐち

俊俊
としとし

明明
あきあき

 議員 議員

さ
ら
な
る
酪
農
支
援
を

町長

県
と
も
連
携
し
て
い
く

【
大
原
】
長
期
化
す
る
生

産
資
材
の
高
騰
で
、
一
次

産
業
が
苦
し
ん
で
い
る
。

　
な
か
で
も
、
酪
農
業
で

は
、
飼
料
価
格
が
２
倍
に

上
が
り
、
苦
し
い
経
営
と

な
っ
て
い
る
。

【
町
長
】
酪
農
組
合
の
要

望
を
受
け
、
町
独
自
に
自

給
飼
料
生
産
支
援
と
し
て
、

種
子
代
助
成
を
計
画
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
も

予
算
措
置
を
考
え
て
い
る
。

【
大
原
】
生
乳
１
㎏
当
た

り
、
約
30
円
の
赤
字
が
出

て
い
る
。
昨
秋
10
円
ほ
ど

乳
価
が
上
が
っ
た
が
、
今

春
の
交
渉
で
は
、
10
円
余

り
の
値
上
げ
が
、
精
一
杯

の
と
こ
ろ
と
聞
く
。

　
町
が
基
金
を
立
ち
上
げ

て
、
運
転
資
金
を
補
助
で

き
な
い
か
。

【
町
長
】
県
内
の
乳
業
メ
ー

カ
ー
と
相
談
し
て
み
た
が
、

単
町
で
は
む
ず
か
し
い
と

回
答
が
あ
っ
た
。

　
今
後
、
産
地
全
体
で
検

討
を
求
め
て
い
く
。

大大
おおおお

原原
はらはら

広広
ひろひろ

巳巳
みみ

 議員 議員

い
て
、
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
。
改
善
策
に
つ
い
て
、

何
か
考
え
が
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
使
い
方
が
分
か
り

に
く
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
広
報
な
ど
で
利
用
方

法
の
周
知
を
は
か
っ
て
い

く
。
あ
わ
せ
て
、
令
和
5

年
度
に
抜
本
的
な
見
直
し

の
検
討
に
着
手
し
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
住
民
参

画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
自
治
会
や
地
域
自
主

組
織
の
活
動
を
支
援
し

て
い
る
と
の
答
弁
で
し

た
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら

ず
、
各
種
団
体
と
の
協

働
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
山
陰
道

淀
江
イ
ン
タ
ー
跡
地
活

用
事
業
で
、
審
議
会
の

進
捗
状
況
を
聞
い
た
。

　
観
光
・
防
災
・
公
園
な

ど
、
今
後
可
能
性
を
検

討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
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大
山
町
Ｐ
Ｒ
大
使

【
大
森
議
員
】
Ｐ
Ｒ
大
使
就
任
の
ガ
ン
バ

レ
ル
ー
ヤ
の
仕
事
内
容
は
。

【
町
長
】
P
R
大
使
就
任
を
地
元
で
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
の
広
告
事
業
を
し
て
い

く
。

　
各
種
P
R
、啓
発
の
た
め
の
肖
像
権
の

契
約
方
法
な
ど
の
詳
細
も
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。ま
ず
は
、啓
発
に
関
す
る
肖
像
確
保
の

た
め
の
予
算
で
あ
る
。

　

放
送
予
定
は
ま
だ
未
定
だ
が
、
「
冠

ル
ー
ヤ
」
と
い
う
番
組
の
負
担
金
と
し
て

予
定
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
P
R
グ
ッ
ズ
を
作
る
と
か
、
ポ

ス
タ
ー
を
作
る
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ア
が
あ
る
が
、
写
真
撮
影
や
動
画
撮
影

な
ど
活
動
準
備
の
予
算
で
あ
る
。

１
月
臨
時
会

（
令
和
５
年
１
月
20
日
）

補
正
予
算
な
ど
の
３
議
案
を
可

決
し
た
。

さらなる高みをめざしますさらなる高みをめざします

大山町出身のまひるさん（右）大山町出身のまひるさん（右）

記事作成のためのヒアリング記事作成のためのヒアリング

議会改革の中間報告

１、政治倫理条例・規則の見直し
　政治倫理条例見直しの必要性は、現状では倫理違反と判断があった際、明確な措
置内容が定まっていなかったため、早急に取り扱うこととしたものである。

２、常任委員会の２委員会化について
　現在は広報常任委員会を除く総務・教育民生・経済建設の３常任委員会であり、
委員会定数は５、６人で審査をしている。
　上記３常任委員会では、少ない人数で委員会審査をすることとなり、欠席者が出た
際はさらに構成議員数が減少し意見に偏りが生じることが懸念されていた。
　近隣市町村で本町議会だけが３委員会体制で行っていることや、委員会審査に適し
た人数の調査をしたことにより、３常任委員会から、２常任委員会に変更することとした。

３、今後について
　今後は、新たに議員定数や報酬・政務活動費・議会モニター制度などの取り組み
を調査し、円滑な議会運営、住民参画を進めていけるように議論していく予定である。

　第５次となる議会改革調査特別委員会は、令和４年６月２１日に設置して以来、
計８回の委員会を開催してきました。
　町民目線で時代にあった議会運営をめざし、協議・検討を重ね 4 月の常任委員
会構成の変更を機会として、今後必要な条例改正などに向けて中間報告をしまし
た。

コラム 議員の仕事ってなにしとるだ？
議会だよりは議員が作っているって本当？
どうやって作っているの？

議員が手分けして作っています。
自分達で記事を書き、構成からレイアウトまで考えて
住民目線を心がけて作成しています。

2023年　議会広報クリニック（研修）での専門家からの意見
【総評・特徴・改善点】
◎町の重要課題での特集や議員間の「討論会」を経ての提案、「議員と語る会」で
の要望を共有と調査報告など、定例会報告以外の企画と情報提供も多彩で充実
した議会だよりへの進化があります。
◎的確な見出しなど編集技術の水準は高いものがあります。

議会だよりだいせん第６９号

全国第6位・鳥取県第1位に輝く
　町議会広報誌「議会だよりだいせん第69号」（令和4年6月定例会）が、全国町村議会
議長会主催の第37回広報コンクールにおいて、優良賞（全国6位）を受賞しました。
　また、鳥取県町村議会議長会主催の第40回鳥取県町村議会広報コンクールにおいて
最優秀賞（県内1位）を受賞しました。
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最
近
、鳥
取
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。食
に
関
わ
る
仕
事

柄
、特
に
食
の
魅
力
に
つ
い
て
で
す
。

大
山
町
の
食
の
魅
力
は
と
考
え
て
み
る

と
、〝
海
の
幸
も
山
の
幸
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
〞

欲
し
く
て
も
手
に
入
ら
な
い
地
域
か
ら
見

た
ら
う
ら
や
ま
し
い
ほ
ど
の
魅
力
で
す
。

し
か
し
、わ
が
子
に
町
の
特
産
品
を
尋

ね
て
も
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
梨
の
他
は
あ
ま

り
ピ
ン
と
こ
な
い
様
子
で
、身
近
に
あ
り

す
ぎ
て
も
気
付
き
に
く
い
よ
う
で
す
。「
こ

れ
は
お
い
し
い
体
験
と
と
も
に
繰
り
返
し

伝
え
な
く
て
は
」と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
、

ふ
る
さ
と
に
は
こ
ん
な
に
い
い
も
の
が
あ

る
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
に
、ま

た
、幻
の
食
と
な
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、地

球
に
優
し
く
、生
産
に
携
わ
る
方
々
が
儲

か
る
魅
力
的
な
職
業
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

露木 浩子
（ナスパルタウン）

先
日
、日
本
の
年
間
新
生
児
数
が
80
万

人
を
割
り
、ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し

た
。少

子
高
齢
化
が
進
み
、政
府
の「
異
次

元
対
策
」が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
ぜ
人
口
の
増
減
が
重
要
で
し
ょ
う

か
？
税
収
も
交
付
税
も
人
口
で
決
ま
る
か

ら
で
す
。

大
山
町
の
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、２

０
０
５
年
の
合
併
時
に
は
１
万
９
５
２
３

人
が
今
で
は
、１
万
５
２
８
２
人
、20
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
女
性
人
口
は
１
９
２
５
人

か
ら
昨
年
末
で
１
０
５
７
人
、新
生
児
は

１
１
３
人
か
ら
69
人
へ
と
減
少
し
て
い
ま

す
。２

０
１
９
年
に
は
プ
ラ
ス
32
人
の
社
会

増
を
達
成
し
、移
住
者
も
順
調
に
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
が
企
業
誘
致

は
現
地
に
人
材
が
い
な
い
た
め
ダ
メ
、若
者

移
住
は
全
国
の
奪
い
合
い
の
状
態
で
す
。

こ
の
状
況
下
で
の
少
子
化
対
策
は
、本

町
で
生
ま
れ
て
い
る
、こ
れ
か
ら
生
ま
れ

る
子
ど
も
達
へ
の
手
厚
い
投
資
で
す
。令

和
３
年
度
、給
食
費
を
無
料
化
、こ
れ
は
第

一
歩
で
す
。

大
人
に
な
る
ま
で
の
教
育
費・医
療
費

の
補
助
が
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
ソ
リ
マ
チ
に
行
く
」と
聞
い
て
、俳
優

の
反
町
隆
史
し
か
思
い
浮
か
ば
な
か
っ
た

が
、農
業
簿
記
ソ
フ
ト
の
勉
強
会
ら
し
い
。

こ
の
ソ
フ
ト
で
申
告
す
る
70
代
、自
分
で

計
算
し
て
申
告
す
る
80
代
。ど
ち
ら
も
同

年
代
と
比
べ
頭
も
体
も
し
っ
か
り
し
て
お

ら
れ
る
。
一
方
で
は
、ひ
と
り
で
支
払
い

が
で
き
な
く
な
り
そ
れ
に
平
行
し
て
体
の

動
き
も
悪
く
な
り
、付
き
添
い
が
必
要
に

な
る
方
も
お
ら
れ
る
。こ
の
違
い
は
日
々

の
頭
の
訓
練
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

ピ
ー
と
い
う
一
音
で
支
払
い
が
完
了
す

る
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
の
現
代
。確
か
に
便
利

で
あ
り
、ポ
イ
ン
ト
も
貯
ま
る
の
で
利
用

す
る
が
、そ
の
都
度
頭
で
計
算
す
る
機
会

を
減
ら
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
。財
布
か

ら
小
銭
を
取
り
出
す
の
も
手
の
リ
ハ
ビ
リ

に
な
る
。貯
ま
る
は
ず
の
ポ
イ
ン
ト
は
リ

ハ
ビ
リ
代
だ
と
思
い
、歳
を
重
ね
た
ら
ア

ナ
ロ
グ
な
部
分
を
残
す
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
の
か
。「
ソ
リ
マ
チ
」に
端
を
発
し
て

思
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
。

福留　統
（福尾）

人
口
の
増
減
が

将
来
を
決
め
る

ふ
る
さ
と
に
あ
る

　
　
　食
の
魅
力

ソ
リ
マ
チ

冨谷 美喜代
（みどり区）

　
３
月
議
会
が
終
わ
り
令
和
５

年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
議
員
の
仕
事
は
何
を
し
て
い

る
か
わ
か
り
づ
ら
く
、
普
段
の

生
活
で
は
あ
ま
り
政
治
の
必
要

性
も
感
じ
に
く
い
と
思
い
ま

す
。

　
で
も
、
私
た
ち
の
生
活
は
政

治
や
議
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
事
者
に
な
っ
て
初
め
て
、

自
分
達
の
生
活
に
関
わ
る
政
治

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
町
が
良
く
な
る
た
め
に
、
多

く
の
人
が
政
治
や
議
会
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

活
動
し
て
い
け
る
と
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
議
員
は
地
域

に
し
っ
か
り
と
出
向
い
て
い
く

べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
西
本

仁王堂公園からの桜大山
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